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研究成果の概要（和文）：本研究領域は、４研究項目からなり、各研究は総括班の統制のもとに

行った。総括班は、各研究課題全体の調和を重視し、個々の課題の進捗状況のチェック、研究

項目全体の総括、企画調整、報告会やシンポジウムの開催などを通しての研究成果の公開など

を行い、プロジェクトの推進を図ることをその役割とした。領域内研究者による平成 21 年度

～24 年度各年度 2 回の全体会議で研究成果の報告と進捗状況の確認を行い、評価委員の指導・

助言を受けた。また各年度末には成果報告書を和文と英文にて発行した。領域外の研究者も含

めたシンポジウムと外国招待研究者を含む国際シンポジウムを各 1 回開催し、さらに一般向け

のシンポジウムとエアロゾル学会機関誌「エアロゾル研究」の特別号の発行でアウトリーチ活

動にも務めた。 
研究成果の概要（英文）：This research project was composed of four research items. Each 
research group was controlled by the generalization squad. The generalization squad paid 
special attention to harmonize the whole research project by checking the progress of each 
research, planning and arranging the research, and dispatching the results of research 
works through holding meetings and symposiums. In every year from FY2009 to FY2012 
two meetings per year were held among the members of the project to report the progress of 
the research and getting advice form the advisory committee. In the end of every year 
reports of the results of the research were published in both Japanese and English. One 
domestic symposium and one international symposium were held during the five years 
research period. In addition one symposium for public was held and a special issue of 
Earozoru-Kenkyu (an official bulletin of Japan Association of Aerosol Science and 
Technology) was published as outreach activities. 
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１．研究開始当初の背景 
東アジアは著しい経済発展とともに大気

汚染物質の放出が顕著に増加している。様々
なタイプの粒子状汚染物質もまた直接的に
大量放出されたり、輸送途上で生成したりし
て、風下地域である我が国や、さらには北米
にまで輸送され、様々な影響を及ぼしている
ものと考えられ、長距離輸送の途上における
化学変化のプロセスと、輸送後のエアロゾル
が植物や人間の健康に及ぼす影響の解明は
喫緊の課題である。本研究領域は、先行した
特定領域研究の研究成果や、そこで構築され
た研究資産を継承し有効に活用して、東アジ
ア由来のエアロゾルの環境影響を解明しよ
うとするものであり、広域で喫緊な課題解決
のための政策など意志決定のために不可欠
な、エアロゾルに関わる従来の枠組みを超え
た新たな学術領域の創製を目指している。 
 
２．研究の目的 
本研究領域は、研究項目 A01：エアロゾルの
生成と排出源の評価、研究項目 A02：東アジ
アのエアロゾル・大気汚染物質の輸送と広域
分布の解明、研究項目 A03：エアロゾルの植
物影響の解明、研究項目 A04：エアロゾルの
健康影響の解明、の 4 つの研究項目から構成
される。研究項目 A01 と A02 のプロセスス
タディ研究と、研究項目 A03 と A04 の影響
解明の研究を連携して進めた。前者で東アジ
アに由来するエアロゾルの発生・変質・沈着
の過程の解明と、現状評価を行い、その成果
を後者に取り入れて現在の影響を明らかに
し、再度 A01 にフィードバックして将来の影
響の評価も行い、対策の基礎となる環境基準
や国際的排出源対策・連携の裏付けとなる科
学的データの提供と提言に結びつけること
が目標であった。本総括班は、上記のような
領域全体の研究目的・目標に鑑み、各計画研
究、公募研究が個々の研究目的を達成しつつ、
緊密な連携の下に領域全体の目標を達成で
きるよう、全体的な研究方針の策定、研究項
目の企画・調整を行い、また内部的な評価と
指導を行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究領域は、平成 20～24 年度の 5年計画
で、以下の研究項目（［ ］内は研究項目代
表者）について、実験・観測および理論的検
討を行うものであり、総括班は全期間にわた
り研究成果の評価や領域全体の研究方針の
策定並びに研究項目間の企画調整を行った。
特に領域全体としての研究が当初計画通り
に進まないときに、総括班が評価、指導して
研究の方向付け、領域全体からの意見聴取、
各研究課題の対応策の策定への助言、協力等
を行った。 

研究項目 A01：エアロゾルの生成と排出源の
評価 ［東野達］ 
研究項目 A02：東アジアのエアロゾル・大気
汚染物質の輸送と広域分布の解明 ［杉本伸
夫］ 
研究項目 A03：エアロゾルの植物影響の解明 
［伊豆田猛］ 
研究項目 A04：エアロゾルの健康影響の解明 
［本田靖］ 
また、領域内での研究成果の共有と利用を図
り、また社会に成果を発信するため、ホーム
ページの作成、研究成果広報用パンフレット
の定期的な発行、国内および国際シンポジウ
ムの開催などを行って、研究成果の社会への
還元をはかった。 
 
４．研究成果 
 本研究領域は、４研究項目からなり、各研
究は総括班の統制のもとに行った。総括班は、
各研究課題全体の調和を重視し、個々の課題
の進捗状況のチェック、研究項目全体の総括、
企画調整、報告会やシンポジウムの開催など
を通しての研究成果の公開などを行い、プロ
ジェクトの推進を図ることをその役割とし
た。 
 平成 20 年度は平成 21 年 2 月 27 日、28 日
に第 1回全体会合を東京都府中市の東京農工
大学農学部において開催し、各研究項目、各
計画研究の 5 年間の研究計画および平成 21
年度の研究計画の詳細について発表し討論
を行って、お互いの研究の内容を把握し、領
域内の研究者間の意思疎通を図った。 
 平成 21 年度は 8月 24 日、25 日に第 1回全
体会合を東京都小金井市の東京農工大学工
学部において、第 2回全体会議を平成 22 年 1
月 21 日、22 日に茨城県つくば市の国立環境
研究所でそれぞれ開催し、各研究項目、各計
画研究の平成 21 年度の進捗状況について発
表し討論を行って、お互いの研究の内容を把
握し、領域内の研究者間の連携を密にするこ
とに資することができた。 
 平成 22 年度は 9月 28 日、29 日に第 1回全
体会合を東京都小金井市の東京農工大学工
学部において、第 2回全体会議を平成 23 年 1
月 26 日、27 日に茨城県つくば市の筑波大学
でそれぞれ開催し、各研究項目、各計画研究
の平成 22 年度の進捗状況について発表し討
論を行って、お互いの研究の内容を把握し、
連携強化を図った。 
 平成 23 年度は 9月 28 日、29 日に第 1回全
体会合を東京都府中市の東京農工大学農学
部において、第 2 回全体会議を平成 24 年 1
月 24 日～26 日に京都府京都市の京都大学で
それぞれ開催し、各研究項目、各計画研究の
平成 23 年度の進捗状況について発表し討論
を行った。この第 2回全体会議では一般研究



者向けのシンポジウムを併催し、特に学生を
中心とする若手研究者の発表を奨励した。4
件の招待講演に加え若手のポスター発表が
54 件あり、活発な議論が行われた。 
また、酸性雨問題研究会と共催でシンポジウ
ム「大気エアロゾルとその植物・人間へのイ
ンパクト」を府中市の東京農工大学農学部に
おいて開催し、一般市民の参加を得て、研究
分野のアウトリーチ活動に努めた。同じくア
ウトリーチ活動の一環として、日本エアロゾ
ル学会の機関誌エアロゾル研究に「東アジア
におけるエアロゾルの植物・人間系へのイン
パクト」と題する特集を行い 5件の総説を掲
載した。 
 平成 24 年度は 9月 24 日、25 日に第 1回全
体会合をさいたま市の埼玉大学工学部にお
いて、第2回全体会議を平成25年1月24日、
25 日に小金井市の東京農工大学工学部でそ
れぞれ開催し、各計画研究・公募研究の平成
24 年度の進捗状況について発表し討論を行
って、お互いの研究の内容を把握し、領域の
研究成果のとりまとめに向けた活動を行っ
た。この一環として平成 24 年 11 月 29 日～
12 月 1 日には”International Symposium on 
Aerosols in East Asia and Their Impacts on 
Plants and Human Health”と題した国際シ
ンポジウムを開催し、8 名の招待講演（内 7
名は外国からの招待）を含む 28 件の口頭発
表と 38 件のポスター発表が行われ、活発な
議論が行われた。国内外の最新の研究成果が
報告され、領域メンバーにも新たな研究領域
の発展につながる成果が得られた。 

また、アウトリーチ活動の一環として、東
京農工大学の学園祭と同時に開催された科
学技術展に東京農工大学に所属する教員に
よる研究成果展示を同大学工学部で 2件、農
学部で 6件行って成果の発信に努めた。 

本領域では上記した年 2回の全体会議シン
ポジウムにより各計画研究、公募研究の進捗
状況をチェックし、また研究者間の交流を図
った。その際、各研究グループの研究の発表
に基づいて、総括班より各計画研究の進め方
について提案、指導を行った。特に、領域か
ら依頼した外部評価委員の出席をうけ、これ
ら外部評価委員による、研究の進め方等に対
する適切なアドバイスを受けることができ
たことは、領域内の研究の推進に重要な役割
を果たし、研究を進める上での指針を得るこ
とができた。 

また領域のホームページを平成 20 年度に
立ち上げ 21 年度には正規の運用に入った。
また 22 年度には英文版も構築した。これら
を通じて領域内の連絡を密にするとともに、
外部への情報発信に心がけた。 

平成 21 年度～24 年度の各年度末には研究
成果をまとめた報告書を和文および英文に
て出版して、領域の研究成果の外部への発信

に努めた。 
また、平成 24 年 11 月の国際シンポジウム

の際に招待した香港の研究者がアジア地区
編集長を務める Atmospheric Environment 誌
に本研究領域の研究成果を発表する特集号
を発行することが合意され、平成 25 年 8 月
末日までに約 30 編の論文を投稿、1年以内に
出版されることが約束された。 
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② “Impacts of Aerosols in East Asia on 
Plants and Human Health”Research 
Report 2009（March, 2010; pp.112） 

(2) 平成 22 年度研究成果報告書 
① 「東アジアにおけるエアロゾルの植物

人間系へのインパクト」平成 22 年度研
究成果報告書（2011 年 3月、pp.184） 

② “Impacts of Aerosols in East Asia on 
Plants and Human Health”Research 
Report 2010（March, 2011; pp.121） 

(3) 平成 23 年度研究成果報告書 
① 「東アジアにおけるエアロゾルの植物

人間系へのインパクト」平成 23 年度研
究成果報告書（2012 年 3月、pp.150） 

② “Impacts of Aerosols in East Asia on 
Plants and Human Health”Research 
Report 2011（March, 2012; pp.100） 

(4) 平成 24 年度研究成果報告書 
① 「東アジアにおけるエアロゾルの植物

人間系へのインパクト」平成 24 年度研
究成果報告書（2013 年 3月、pp.160） 

② “Impacts of Aerosols in East Asia on 
Plants and Human Health”Research 
Report 2012（March, 2013; pp.102） 

全体会議講演要旨集 
① 「東アジアにおけるエアロゾルの植物
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一般向けアウトリーチ活動： 
(1)酸性雨問題研究会との共催で一般市民向
け講座「大気エアロゾルとその植物・人間へ
のインパクト」を平成 23年 5 月 21 日に東京
農工大学農学部（東京都府中市）において開
催した。6 件の講演を行い、終了後アンケー
トを実施した。50 名を超える参加者があり、
講演の内容に約 60％が十分満足、約 40％が、
まあ満足したとの回答を寄せた。 
(2)学会誌の特集号の発刊：日本エアロゾル
学会の機関誌「エアロゾル研究」に「東アジ
アにおけるエアロゾルの植物・人間系へのイ
ンパクト」と題する特集として領域代表およ
び各研究項目代表による以下の 5件の総説を
掲載した。 
① 東アジアから輸送されるエアロゾルの

植物・人間系へのインパクト解明を目指
して（畠山 史郎） 

② エアロゾルの生成と排出源の評価（東野 
達） 

③ 東アジアのエアロゾル・大気汚染物質の
輸送と広域分布の解明（杉本 伸夫, 兼
保 直樹, 畠山 史郎, 早川 和一, 定永 
靖宗, 向井 苑生, 内田 昌男） 

④ 植物に対するエアロゾルの影響に関す
る研究（伊豆田 猛） 

⑤ エアロゾルの健康影響の解明（本田 靖） 
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社版)，PM2.5 って?－越境大気汚染 募
る不安」，兼保直樹． 

③ テレビ朝日 モーニングバード、平成 25
年 2 月 20 日(水) 8 時 00 分～9 時 55 分
放送、「花粉とＰＭ2.5」について，王 青
躍. 

④ Pumpkin（潮出版）「大気汚染と PM2.5」
平成 25 年 4月号，p.108-111, 畠山史郎 
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